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2１．はじめに

◼ 2026年度追加オークション（対象実需給年度:2027年度）については、募集要綱を2月に公表し、
参加登録を3月より開始して準備を進めている。

◼ 本日は、追加オークションの開催判断に向けた情報として、最新の需要想定等をもとにした需要曲
線の原案、および確保されている供給力の最新情報を示す。



3（参考）追加オークションの需要曲線の原案の策定と公表について

◼ 広域機関は、需要曲線の原案を作成し、契約変更、需要想定、必要供給力等の各種状況変化を考慮した上
で算定した供給力とともに、原案を国の関連審議会に提出し、実施要否の意見を求めることとしている。

◼ その後、国の関連審議会等からの意見を踏まえ、需要曲線等を決定し、追加オークションの開催について公表す
ることとなる。

＜広域機関 業務規程（抜粋）＞

（追加オークションの実施判断）
第３２条の２１ 本機関は、次年度の必要供給力にかかる追加オークションの実施の要否を判断するため、調達オークションで募集する供給
力と価格の関係を示した曲線（以下「調達オークション需要曲線」という。）の原案を策定する。
２ 本機関は、前項の規定により策定した調達オークション需要曲線の原案及び次の各号に掲げる事項を考慮した上で算定した、確保してい
る供給力に基づき、調達オークション又はリリースオークションの実施の要否を判断する。ただし、本機関は、当該判断に先立ち、メインオークショ
ンの容量提供事業者に対し、容量確保契約の変更、解除又は解約を申し出るかどうかを確認するものとする。
一 メインオークションの容量提供事業者による容量確保契約の変更、解除又は解約及び実需給年度の２年前に実施する実効性テストの
結果に伴い減少したメインオークションの約定総容量
二 メインオークションの実需給年度における一般送配電事業者たる会員の供給区域需要の想定の増減又は予備力及び調整力の適切な水
準の変更等に基づき見直した必要供給力
三 メインオークションの容量提供事業者が第３２条の３４第３項第１号に規定する容量停止計画の調整業務に基づく調整状況
四 一定の蓋然性が認められる容量確保契約容量以外の供給力として、国の関連審議会等により整理された供給力
３ 本機関は、前項の規定により、リリースオークションの実施が必要と判断した場合、リリースオークションで募集する供給力と価格との関係を
示した曲線（以下「リリースオークション供給曲線」という。）の原案を策定する。
４ 本機関は、第１項及び前項の規定により策定した原案を国の関連審議会等に提出し、第２項の規定により判断した追加オークションの
実施の要否について意見を求める。
５ 本機関は、前項の国の関連審議会等からの意見を踏まえ、追加オークションの実施及び当該追加オークションに係る調達オークション需要
曲線又はリリースオークション供給曲線を決定する。
６ 本機関は、前項の規定により決定した調達オークション需要曲線又はリリースオークション供給曲線と併せて追加オークションを実施する旨
を本機関のウェブサイトへの掲載等の方法によって公表する。
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◼ 直近の2026年度供給計画にもとづく2027年度全国H3需要＊は1億5,961万kWであった。

◼ 2023年度メインオークション時点と比較して、約99万kWの減少であった。

２．2026年度追加オークションの需要曲線の原案について
①直近の供給計画にもとづく需要想定

※1 北海道、東北、北陸エリアは1月断面、その他エリアは8月断面

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 9社計※2

H3需要※1 499 1,351 5,496 2,443 517 2,726 1,039 487 1,531 16,089

H3需要※1

（離島除き）
498 1,347 5,493 2,443 517 2,726 1,037 487 1,512 16,060

＜参考＞2023年度メインオークション時のH3需要＜2023年度供給計画（2027年度断面）＞ 単位：万kW

※2 四捨五入の関係で合計が合わないことがある

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 9社計※2

H3需要※1 509 1,345 5,527 2,370 490 2,693 1,002 464 1,591 15,991

H3需要※1

（離島除き）
508 1,340 5,524 2,370 490 2,693 1,000 464 1,571 15,961

2026年度追加オークション時のH3需要＜2026年度供給計画（2027年度断面）＞ 単位：万kW

＊離島除き



5（参考）供給信頼度評価の精度向上に関する整理（1/4）

第95回調整力
及び需給バランス
評価等に関する
委員会資料より
（2024.2.20）



6（参考）供給信頼度評価の精度向上に関する整理（2/4）

第112回制度検討作業部会資料より（2026.3.4）



7（参考）供給信頼度評価の精度向上に関する整理（3/4）

第112回制度検討作業部会資料より（2026.3.4）



8（参考）供給信頼度評価の精度向上に関する整理（4/4）

第94回調整力
及び需給バランス
評価等に関する
委員会資料より
（2024.1.24）
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◼ 最新諸元を用いて算定した2026年度追加オークションにおける目標停電量は0.059kWh/kW・
年となり、目標調達量は1億9,398万kWであった。

◼ 目標調達量は2023年度メインオークション(対象実需給年度：2027年度)時点の目標調達量と比較
すると、変化した容量は＋951万kWであった。

２．2026年度追加オークションの需要曲線の原案について
②目標調達量の算定について（1/2）

全国H3需要
（離島除き）

[万kW]

偶発的
需給変動
対応 [%]

厳気象対応 [%]
稀頻度リスク
対応 [%]

容量市場・供給計画に
おける目標停電量
[kWh/kW・年]

持続的需要
変動対応

[%]

追加設備量
[%]※2

目標調達量
[万kW]夏季・冬季 春季・秋季

2026年度
追加オークション

(対象2027年度)
15,961 8.6 2.3 2.1※1

(平均値）
1.0 0.059 2.0 7.6 19,398

【参考】
2023年度

メインオークション
(対象2027年度)

16,060 6.5 3.0 2.0 1.0 0.044 2.0 2.4 18,447

＜2026年度追加オークションの目標調達量算定結果＞

※1 第115回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会において整理された春季・秋季における厳気象対応の考え方を反映
※2 春季・秋季の厳気象対応・稀頻度リスク対応を安定電源の補修調整で対応する場合の試算値



10２．2026年度追加オークションの需要曲線の原案について
②目標調達量の算定について（2/2）

◼ 目標調達量は、2023年度メインオークション時点と比較して5.2％の増加であった。

◼ 需要想定や厳気象対応は減少方向、必要予備率や追加設備量は増加方向であった。

設定項目
2026年度
追加オークション

2023年度
メインオークション

（差） 備考

目標調達量※1 19,397.9 18,447.4 （+950.5） ①+②+③+④ 寄与度*+5.2%

①全国H3需要 15,960.7 16,059.8 （▲99.1） ー 寄与度*▲0.54%

②偶発的需給変動分 1,910.7 1,684.3 （+226.4）
目標EUE0.059 (追加)
基準EUE0.044 (メイン)

寄与度*+1.2%

a.必要予備率 1,377.9 1,041.9 （＋336.0）
LOLP0.3日/月に相当する
EUE0.407kWh/kW・年で算定
計画外停止率見直しによる増加

b.厳気象対応 373.2 481.8 （▲108.6）
夏冬：H3需要×2.3%(追加)
夏冬：H3需要×3.0%(メイン)

c.稀頻度リスク 159.6 160.6 （▲1.0）
通年：H3需要×1.0%(追加)
夏冬：H3需要×1.0%(メイン)

③追加設備量 1,207.3※2 382.1 （＋825.2）
年間停止可能量2.4ヵ月
H3需要の7.6％
年間停止可能量見直しによる増加

寄与度*＋4.5%

④持続的需要変動分 319.2 321.2 （▲2.0）
H3需要の2.0％(追加)
H3需要の2.0％(メイン)

寄与度*+0.01%

*：2023年度メイン
オークションの
目標調達量比

※1 四捨五入の関係で合計が合わないことがある
※2 第115回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会において整理された年間停止可能量の見直しを反映

（単位：万kW）



11２．2026年度追加オークションの需要曲線の原案について
③Net CONEの算定について（2/2）

項目
2026年度

追加オークション
実需給年度:2027年度

2023年度
メインオークション

実需給年度:2027年度

諸元

モデルプラント CCGT CCGT
経済産業省 総合資源エネルギー調査会 発電コスト検証WG
長期エネルギー需給見通し小委員会に対するコスト等の検証に関する報告「（参考
資料2）各電源の諸元一覧」）の「LNG火力」

コスト評価年数 40年 40年 ―

インフレーション率 21.34％ 10.29％
内閣府 国民経済計算（GDP統計）
GDPデフレータ（暦年：1-12月）総固定資本形成
基準年（2014年）：97.0％、2025年：117.7％

40

年
運
転
に
必
要
と

な
る
コ
ス
ト
の
加
味

評価期間の
期待インフレ率

0.81% 0.52%
総務省統計局 消費者物価指数（コアCPI）
全国の生鮮食品除く総合の「消費者物価指数」
期待インフレ率 ＝ 0.4×前年度のコアCPIの変化率＋0.6×前年度の期待インフレ率

系統接続費 1.56千円/kW 1.56千円/kW 接続契約に基づく実績値（工事費負担金の実績の平均値から設定）

経年に伴う修繕費
等の増分費用

3万円/kW程度 3万円/kW程度 発電コスト検証WGに基づくヒアリング結果（30,861円/kW）

評価期間の割引率
（税引前WACC）

5% 5%
税引前WACC ＝ 自己資本比率 × 自己資本コスト /（1 – 実効税率）

＋ 他人資本比率 × 他人資本コスト

容量市場以外からの収益 5,328円/kW 5,033円/kW 
第47回容量市場の在り方等に関する検討会
容量市場以外からの収益＝Gross CONEの34%(15,672円/kW×34%)

◼ 2026年度追加オークションにおけるNet CONEについて、最新の経済指標等の諸元をもとに算定した。

➢ Net CONE：10,343円/kW※

➢ 需要曲線における上限価格（Net CONEの1.5倍）：15,514.5円/kW

赤枠は今回更新箇所
※2026年度追加オークションで算定されたGross CONEは15,672円/kW
※2023年度メインオークションで算定されたNet CONE（9,769円/kW）と比較すると＋574円/kW



12２．2026年度追加オークションの需要曲線の原案について
④最新の諸元等にもとづいた需要曲線の原案

◼ 最新の供給計画や経済指標等にもとづいた追加オークションの需要曲線の原案は以下となった。

➢ Net CONEは10,343円/kW、目標調達量は1億9,398万kW

➢ 上限価格は15,514.5円/kW、上限価格における調達量は1億9,269万kW

 調達価格ゼロにおける調達量は2億0,033万kW

価格[円／kＷ]

15,514.5
(上限価格)

10,343
（指標価格)

192,692,175
(上限価格における調達量)

193,978,751
(目標調達量)

200,325,171
(調達価格ゼロにおける調達量)

調達量[kＷ]



13（参考）需要曲線の形状

第40回容量市場
の在り方等に関す
る検討会資料より
（2022.9.30）



14３．確保されている2027年度供給力について

◼ 追加オークションの開催判断にあたり確保されている供給力については、以下①～⑥をもとに算定し、
1億8,880万kW＊であった。 

①メインオークションの契約容量、②市場退出（発動指令電源の実効性テスト内容を含む）の反映、③FIT電
源等の期待容量、④容量市場外の見込み供給力、⑤石炭とバイオマスの混焼を行うFIT電源の供給力、⑥長
期脱炭素電源オークション契約容量

項目
追加オークション
開催判断時

2023年度
メインオークション

（実需給年度:2027年度）

追加オークション開催判断時の算定諸元

確保されている
供給力

18,880万kW 19,130万kW ①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥

①メインオークション時の
契約容量

16,745万kW ー

②市場退出量 ▲462万kW －
安定電源・変動電源（単独・アグリ）  ：▲300万kW
発動指令電源   ：▲162万kW

③FIT電源等の期待容量 1,766万kW 1,612万kW
導入量  ：2026年2月末時点の想定
調整係数：2026年度供給計画（2027年度断面）

④容量市場外の見込み
 供給力

180万kW 120万kW
一定の蓋然性のある供給力                          ：120万kW
ブラックスタート電源のひっ迫時に活用できる供給力 :  60万kW

⑤石炭とバイオマスの混焼を
 行うFIT電源の供給力

508万kW 652万kW
導入量  ：2026年2月末時点の想定
供計ベースで織り込み

⑥長期脱炭素電源オークション
契約容量

142万kW ―
長期脱炭素電源オークションの契約容量のうち実需給年度2027年度
に稼働予定の供給力
（2023年度メインオークション開催時点では長期オークションは未開催）

（メインオークションにおいて織り込んだ追加オークションで調達を予定している供給力（321万kW）を除く）（四捨五入の関係で合計が合わないことがある）

＊メインオークション時点の供給力に対して250万kWの減少



15３．確保されている2027年度供給力について
①メインオークション時の契約容量

◼ 2023年度メインオークション（対象実需給年度：2027年度）における容量確保契約容量は
1億6,745万kW（167,447,465kW）であった。

2023年度容量市
場メインオークション
約定結果より



16３．確保されている2027年度供給力について
②市場退出量の見込み

◼ 安定電源や変動電源の市場退出量は、約300万kW（3月6日時点の市場退出表明書ベース）
の見込みであった。

◼ また、発動指令電源の区分における市場退出量は、約162万kW（事業者報告ベース）であった。

◼ 実需給2027年度分の市場退出の見込みは、合計で約462万kWであった。

区分
メインオークション時点の

契約容量
市場退出

見込み容量
市場退出を反映した

契約容量
（参考）
退出割合

安定電源
変動電源

16,145 ▲300 15,845 1.9％

発動指令電源 600 ▲162 439 27.0％

合計 16,745 ▲462 16,284 2.8％

単位：万kW＜市場退出の見込み容量（対象実需給年度：2027年度分）＞

（四捨五入の関係で合計が合わないことがある）



17（参考）発動指令電源の、実効性テスト前のタイミングにおける電源等リスト未提出の状況

電源等リストの未提出
による退出容量

電源等リストの
未提出契約数

対象実需給年度:2024年度
（2022年2月の未提出分）

11.6万kW（2.8%）
＜契約容量計：415万kW＞

22契約
＜契約数計:128＞

対象実需給年度:2025年度
（2023年2月の未提出分）

27.2万kW（5.7%）
＜契約容量計：475万kW＞

34契約
＜契約数計:165＞

対象実需給年度:2026年度
（2024年2月の未提出分）

42.2万kW（7.2%）
＜契約容量計：584万kW＞

63契約
＜契約数計:253＞

対象実需給年度:2027年度
（2025年2月の未提出分）

22.2万kW（3.7%）
＜契約容量計：600.4万kW＞

43契約
＜契約数計:291＞

対象実需給年度:2028年度
（2026年2月の未提出分）

15.6万kW（2.4%）
＜契約容量計：639.4万kW＞

26契約
＜契約数計:341＞

（2028年度は速報値）

（電源等リストの未提出の状況は、契約容量で算定している）

赤枠が今回の対象



18３．確保されている2027年度供給力について
③FIT電源等の期待容量

◼ FIT電源等の期待容量の最新の想定は、1,766万kWであった。

◼ 2023年度メインオークション時点と比較すると＋154万kWであった。

2023年度容量市
場メインオークション
約定結果より



19３．確保されている2027年度供給力について
④容量市場外の見込み供給力

◼ 容量市場外で一定の蓋然性がある供給力については、第79回制度検討作業部会において控除
量を120万kWとして整理されている。

◼ また、ブラックスタート電源（BS電源）は、容量市場外の供給力として扱うことと整理されており、
今回は60万kWであった。

第79回制度検討
作業部会資料より
（2023.5.25）

第85回制度検討
作業部会資料より
(2023.10.13)



20３．確保されている2027年度供給力について
⑤石炭とバイオマスの混焼を行うFIT電源の供給力

◼ 2026年度追加オークションの需要曲線の原案の作成において最新の諸元により集計を行い、石炭と
バイオマスの混焼を行うFIT電源の供給力は508万kWであった。

第78回制度検討
作業部会資料より
（2023.4.26）

※調達オークションが開催された場合においては、FIT制度から二重に対価を得ないことを前提にオークションに参加することも可能



21（参考）石炭とバイオマスの混焼を行うFIT電源の扱いについて（1/2）

第30回制度検討
作業部会資料より
（2019.3.19）



22（参考）石炭とバイオマスの混焼を行うFIT電源の扱いについて（2/2）

第31回容量市場
の在り方等に関す
る検討会資料より
（2021.4.27）
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第64回容量市場
の在り方等に関す
る検討会資料より
（2025.5.22）

３．確保されている2027年度供給力について
⑥長期脱炭素電源オークション契約容量
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◼ 全国オークションの開催判断の諸元として、目標調達量および確保されている供給力について、メイン
オークション時からの増減の確認を行ったところ、確保されている供給力（1億8,880万kW）は、目
標調達量（1億9,398万kW）と比べて、518万kW程度少ない位置にあった。

４．2026年度追加オークションの開催判断に係る情報について
①メインオークション時からの増減の確認

20,00018,000 19,000

目
標
調
達
量

確
保
さ
れ
て
い
る
供
給
力

18,447

951

19,398

19,130

（メインオークション時）

目標調達量

（追加オークション開催判断時）

目標調達量

増減分 ※１ 偶発的需給変動、追加設備量等の見直しを反映

（メインオークション直後）

確保している供給力

※２：メインオークション契約容量＋FIT電源等の期待容量
（事後的に織り込んだ石炭混焼バイオマスの供給力を含む）

※３ 追加オークション時 ：1,766万kW(+154万kW)
メインオークション時 ：1,612万kW

※４ 一定の蓋然性のある供給力 ：+120万kW
BS電源のひっ迫時に供出できる供給力：+ 60万kW

※５ 安定電源・変動電源 ：▲300万kW
発動指令電源  ：▲162万kW

FIT電源等の期待容量

市場外供給力

市場退出容量

石炭混焼バイオマスの供給力

供給力（万kW）

調達オークションの開催判断に用いる供給力（目標調達量）

※３

※４

※５

※６

※１

確保されている供給力

追
加
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
開
催
判
断

60

▲462

※２

144

18,880

※６ 追加オークション時 ：508万kW(▲144万kW)
メインオークション時 ：652万kW

：増影響

：減影響

長期脱炭素電源オークション
契約容量

142※7 ※７ 追加オークション時 ：142万kW(＋142万kW)
メインオークション時 ：ー

154



25４．2026年度追加オークションの開催判断に係る情報について
②需要曲線と確保されている供給力の関係

◼ 追加オークションの需要曲線の原案にもとづいて、確保されている供給力の関係を確認した。

◼ 確保されている供給力は、需要曲線の内側で、目標調達量より▲518万kWの位置となる。

7,638円/kW
メインオークションの

全国の約定処理における
約定価格

調達オークションを開催 リリースオークションを開催
需給状況を踏まえて

開催を判断

上限価格における調達量
19,269万kW

目標調達量
19,398万kW

価格ゼロ円における調達量
20,033万kW

確保されている供給力(石炭混焼バイオマス含む)
18,880万kW
目標調達量との差▲518万kW



26（参考）追加オークション（全国）の開催判断について

第40回容量市場
の在り方等に関する
検討会資料より
（2022.9.30）
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価格[円／kＷ]

15,514.5
(上限価格)

10,343
（指標価格)

192,692,175
(上限価格における調達量)

193,978,751
(目標調達量)

200,325,171
(調達価格ゼロにおける調達量)

調達量[kＷ]

◼ 調達オークションにおける需要曲線の原案と確保されている供給力の関係は下図のとおり。

➢ 目標調達量 ：1億9,398万kW

➢ 確保されている供給力  ：1億8,880万kW（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥）

①メインオークション時の
契約容量
(②市場退出量反映)

1億6,283万kW

③FIT電源等
の期待容量

1,766万kW

④容量市
場外の見込
み供給力

180万kW

⑤石炭とバイオマス
の混焼を行うFIT
電源の供給力

508万kW

４．2026年度追加オークションの開催判断に係る情報について
③調達オークションにおける需要曲線および供給力

⑥長期脱炭素
電源オークション
契約容量

142万kW
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◼ 第117回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会において、供給計画とりまとめの報告が行
われ、短期断面（第１・２年度目）、長期断面の年間EUE評価が示された。

第117回調整力
及び需給バランス
評価等に関する委
員会資料より
（2026.3.16）

（参考）2026年度供給計画の取りまとめ



29５．まとめ

◼ 最新の需要想定やNet CONEを反映し、2026年度追加オークションの需要曲線の原案を策定した。

◼ 確保されている供給力（1億8,880万kW）は、目標調達量（1億9,398万kW）と比べて、518
万kW程度少ない位置にあることを確認した。

◼ このあと、今回確認した内容をもとに、今後想定される需給状況等も踏まえて、国の審議会において追
加オークションの開催判断が審議されることとなる。（全国でオークションを開催する場合は、需要曲線
の原案についても審議される）

◼ 国の審議会の審議の後、追加オークションが開催される場合は、広域機関で需要曲線を公表する。

期間 概要

2026年3月27日
第72回容量市場検討会で追加オークションの開催要否検討結果
および調達オークションの需要曲線原案の報告

本検討会後
国の審議会（制度検討作業部会）において
追加オークションの開催判断、需要曲線の原案の審議

国の審議会後
広域機関において、調達オークションの需要曲線の公表
需要曲線の作成要領の公表

本日⇒



30（参考）2026年度（対象実需給年度2027年度）追加オークションのスケジュール予定

期待容量等算定諸元一覧の
登録受付

2026年度2025年度

6月 7月9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

②
参加登録

③
需要（供給）

曲線
実施判断

・
応札

④
約定結果

・
契約書締結

容量確保契約書締結の手続 ▲
容量確保契約の結果公表

事業者情報の登録

①
関連文書

・
説明会

パブ
コメ

パブコメ
対応 ▲業務マニュアル公表

期待容量の登録

【募集要綱】
【業務マニュアル】

（参加登録・応札
・契約締結編）

▲容量市場追加オークション募集要綱公表

約定結果の公表▲

実施判断▲

⑤
その他

電源等情報の登録

8月 9月

実効性テスト（夏） 実効性テスト（冬）
ベースロード市場開催

1回目▲供給計画に基づく
需要想定更新

事業者向け説明会

需要（供給）曲線の公表▲

容量停止計画の調整

需要（供給）曲線作成要領案▲

応札の受付

2月4日

2月12日

2月13日

3月2日～3月6日 3月3日～3月13日

4月7日～4月24日

6月3日～6月15日 6月16日～6月22日

7月末頃

8～9月頃
10月頃

▲容量確保契約の変更または解約の確認期限日

10月

記載の日付は予定であり変更となる可能性があります
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